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[緒言]量子井戸構造を有する有機無機ペロブスカイト型化合物(RNH3)2PbBr4{R：炭化水素}は量

子閉じ込め効果により無機層から高速な励起子発光を示すことが知られており、この発光特性を

利用した高速応答シンチレータの開発が期待される。これまでの研究で、(C6H5C2H4NH3)2PbBr4

｛Phe｝が無機層の結晶構造の歪みによる励起子局在性増加により、放射線照射下に高い発光量を

示すことがわかった 1。本研究ではこの結晶構造歪みの促進のため 2、ベンゼン環にフルオロ基を

導 入 し た (2-FC6H4C2H4NH3)2PbBr4 ｛ 2-FPhe ｝、 (3-FC6H4C2H4NH3)2PbBr4 ｛ 3-FPhe ｝、 (4-

FC6H4C2H4NH3)2PbBr4｛4-FPhe｝単結晶を作製し、そのシンチレーション特性を調べた。 

[実験方法] 2-FPhe、3-FPhe、4-FPhe 結晶を貧溶媒拡散法によって作製後、241Am由来のγ線

(59.5 keV)励起時のパルス波高スペクトル、X 線励起時のシンチレー

ション時間プロファイルの測定を行った。 

[結果]図 1に各試料と GSO:Ceのパルス波高スペクトルを示す。そ

れぞれの試料の波高値と既存研究の GSO:Ceの発光量(10000 

photons/MeV)より 3、発光量はそれぞれ 3300 photons/MeV(2-FPhe)、

12000 photons/MeV(3-FPhe)、3200 photons/MeV(4-FPhe)と見積もられ

た。ベンゼン環の置換基の位置の違いにより発光量が変化したが、い

ずれの試料も Pheの発光量(14000 photons/MeV)を下回った。図 2に各

試料の X 線励起時のシンチレーション時間プロファイルを示す。各

結晶の第一成分の寿命は 5.3 ns (2-FPhe)、6.9 ns (3-FPhe)、2.8 ns (4-

FPhe)であり、Pheの第一成分の寿命(11 ns)より短くなった。本講演で

は紫外光照射下の発光特性についても述べる。 
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Fig.1 Pulse height spectra. 

 
Fig.2 Scintillation decay 

time profiles. 
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